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て頂くと、例えばダミー機器が搭載されている部分の加速度実効値は 3Grms 程度と非常に

負荷レベルの低い試験となっています。またダミー機器を載せた搭載板が面密度が低く音

響励起されにくいラティス構造という構造をしておりまして、音響のような高周波を落と

そうと思ったらそもそも揺れないようにしなければならないということが分かりましたの

で、そのような方向で検討を進めていくのが良いのではないかと考えているところです。 

 

 

質問者③ JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 原理としてはヒステリシスを用いて減衰させ、変位が小さい部分は通常の金属と同じ剛

性を示すということですが、剛体変位として働く部分に適用すれば効果がもっと現れるの

ではないかと思ったのですがその部分に関してお考えはありますでしょうか。また、SCSMA

の加工性について、例えばコイルばねのような形状にすれば変位をかせぐことができまた

アイソレータとしての機能も期待できるかと思いますが、そのあたりはどのようにお考え

でしょうか。 

 

共同発表者 JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 まさに仰るとおりでして、剛体変位が大きいところはやはり効きやすいです。そのため、

擾乱カットに効果的で、擾乱カッターとしてこの SCSMA を適用しようという検討を進めて

おります。また、コイルばねに関してはまさに高周波に適用するにはどうしたら良いかと

いう部分で解決案の 1 つだと考えていますが、問題は SCSMA の加工性の部分でして、引出

しで加工するのですが脆性を持っており熱処理が中々大変な作業になります。多結晶でこ

のような性能が出せるのも別途研究が進んでいるという風に聞いておりまして、そういっ

た方向でできればもっと色々な加工が可能になるのではという風に期待しております。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.7. 標準化活動の意義と、 

環境試験技術への期待 
 

宇宙航空研究開発機構 

安全・信頼性推進部 安全・信頼性推進グループ 

角 有司 氏 
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質疑応答 
質問者① JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

ＡＳＮＡＲＯ２の発表もありましたが、昔、アメリカのＤＯＤで信頼性を高く保たなけ

ればならないものは、Ａというカテゴリを作ってもの凄い大金をかけて試験をやります。

それからＢ，Ｃとランクをつけて、コストレベルを高くできないチャレンジングなものは

標準のレベルを下げるというような話がありました。今日のように、データが集まってき

ている現状を踏まえると、次はそういう検討が可能になると思っていますが、この点につ

いていかがでしょうか。 

 

発表者 

衛星のクラス分けの話については、安信部の中でもよく議論になります。逆に言うと今

はＪＡＸＡの衛星は 1 階層しか無いので、一律の条件が課せられるというような現状です。

小型衛星がたくさん開発されるとこの点の検討がより必要になると考えています。ただし、

海外からの視点で見ると、まだデータ数が圧倒的に少ないです。このように、必要性と現

実との間で、一歩踏み出せずにいる状態です。今後、衛星クラス分けについて、引き続き

検討や議論をさせていただきます。 

 

 

質問者① JAXA 第二研究ユニット 柳瀬様 

 衛星クラス分けに関しては、メーカと連携して、メーカ主導で検討していただくのはど

うでしょうか。JAXA が主導になると、どうしても厳しめになってしまうと思っています。 

 

発表者 

 おっしゃる通りです。メーカの協力も仰いで、一丸となってやる必要があると思ってい

ます。 

 

質問者② JAXA OB 斎藤様 

 信頼性の観点で、部品への取組の最近の動向を教えていただきたい。 

 

発表者 

 既知の範囲で申し上げますと、JAXA 内の部品への取組も変わってきております。 

特に、部品の認定制度をメーカに一任していただくというような議論が行われています。 

 

質問者 

 例えば、航空機業界などは、海外の部品の認定制度がゆるぎなく構築されていて、日本

部品が立ち入る隙がありません。宇宙業界で同じことにならないか懸念しています。 
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発表者 

 懸念点を踏まえて、検討させていただきます。 

 

質問者③ 有人宇宙システム株式会社 青木様 

標準について、あまり詳しいわけではないため、向こう見ずな質問になるかもしれません

が、ご了承ください。民生としての宇宙を頭に思い浮かべたとき、標準化というのは非常

に大切だと思います。安全性・品質保証の観点で、人に影響を及ぼすこと、ミッションに

影響を及ぼすこと、あるいは、周囲へ影響を及ぼすこと等のようなランク付けがあると思

います。そのときにたとえば先ほどの熱サイクル試験 8 回を 4 回にというような話にもつ

ながると思いますが、人にとって重大な影響を与えるようなハザードを起こすんだったら 8

回、周囲への影響を及ぼすようであれば 4 回、自分のミッション喪失だけだったら１回と

かそういうような標準化の方法というのはあり得ないですか。 

 

発表者 

 用途に応じた標準のランク分けということでしょうか。試験標準の観点で見れば、プロ

ジェクトごとに影響度というものが決められております。つまり、影響度と発生の頻度に

よって、戦略が変わります。先ほどのおっしゃったように、ハザードによってあるいは、

環境によって試験要求が変わるというような規則は現状ありません。試験条件は、一律決

まったものが課されます。 

先ほど別の発表における質問にもあった通り、ミッションに応じて色々要求が変わって

くるということは、まだ全体の設計標準としては設定されていないという状況になってお

ります。試験標準の観点で見ると、条件に合えば、テーラリングは許可となっております。

しかし、試験標準も設計標準同様に、カテゴリ化・レベル分けされていない現状です。 

熱サイクル削減の話をすると、条件を達成すれば、8 回か 4 回かの選択の余地があると証

明できたことが、今後の標準の検討を進める中で、インパクトが大きいと感じてます。 
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